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概要

濱口隆―は階級の解放に寄与することを目的とする 『ヒューマニズムの建築J
という方向性を戦争直後の 1947年に主張したことで知られています しかし今
回は戦中の 1944年に 『新建築』に掲載された濱日の論考 「日本国民建築様式の
問題」や.50年 代に展開された

″
伝統論争
″
などから′戦後日本の建築に関する

言論が 再出発にあたって何を考えていたかをとりあげます

以上の事柄は,伊 藤ていじ 『日本デザイン論』(1966年)や 都市デザィン研究
体 『日杏の都市空間J(1963～ F建築文化J連 載.1968年 千」行)な どが発表さ
れるにあたってめ,ぃゎば準備段階と位置づけられます 建築に関しての語りが
人気建築家の紹介にとどまってぃる現代に,言論の再起動がありうるのかどうれ
考えてみたいと思います
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